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テレビ視聴時間の長短が幼児の生活習慣に及ぼす影響

服部　伸一一1），足立　　正2）

嶋崎　博嗣3），三宅　孝昭4）

〔論文要旨〕

　岡山県内の幼児をもつ保護者466名を対象に，幼児の生活調査を行い，テレビ視聴時間の長短が幼児

の生活習慣に及ぼす影響について検討した。

　その結果，テレビ視聴時間の短い幼児は，就寝時刻が早く，就寝・起床のリズムが規則正しくなり，

食習慣や排便習慣も良好であった。

　一方，テレビ視聴時間の長い幼児は，就寝時刻が遅くなり，睡眠時間が短くなるとともに，就寝・起

床のリズムが不規則となった。また，朝食摂取が十分でなく，偏食傾向がみられ，間食摂取時刻が不規

則であった。さらに，食事中にテレビを見る習慣があり，見る番組を決めておらず，「大便後の手洗い」

や「園に行く用意」など，清潔や着脱衣の習慣も形成しにくくなっていた。
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1．目 的

　2004年1月，日本小児科医会「子どもとメディ

ア」対策委員会は，アメリカ小児科学会の提言1）

をもとに，テレビを含むメディア接触の低年齢

化，長時間化が子どもの戸外遊びの機会を奪い，

人との関わり体験や運動不足，コミュニケー

ション能力の低下などの問題を生じさせるとし

て，「『子どもとメディア』の問題に対する提

言」2）を発表した。提言は，①「2歳までのテ

レビ・ビデオ視聴は控える」，②「授乳中・食

事中のテレビ・ビデオ視聴は止める」，③「メ

ディア接触は1日2時間までにする」，④「子

ども部屋には，テレビ，ビデオ，パソコンを置

かない」，⑤「保護者と子どもでメディアを上

手に使うルールを作る」という5つの内容から

構成されており，メディア接触が子どもの成長

に及ぼす影響について配慮することの緊急性，

必要性を強く訴えている。

　近年，幼児の生活習慣についての調査研

究3）“’5）や報告6）7）は数多くなされており，遅寝，

食生活の乱れ，戸外での運動遊びの減少，テレ

ビ・ビデオ視聴時間の増加など，種々の問題点

が指摘されている。特に，就寝時刻の遅れの背

景には，夕方以降のテレビ視聴の影響があるこ

とが報告8）されているが，1日のテレビ視聴時

間の長短が，幼児の生活習慣全体にどのように

影響するのかを詳細に検討した研究は認められ

ない。幼児期は，基本的生活習慣（睡眠，排泄，

食事，清潔，着脱衣）の形成期9｝にあたり，テ

レビ視聴時間の長短は，その獲得にも少なから

ず影響を及ぼすのではないかと推察される。

　そこで，本研究では，テレビ視聴時間の長短

が，幼児の生活習慣の形成に及ぼす影響につい

て明らかすることを目的として調査を行ったの

で報告する。
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皿．方 法

　岡山県内の公立保育所4園の幼児226名と公

立幼稚園5園の幼児343名，計569名の3歳から

5歳児を持つ保護i者を対象に，平成15年11月下

旬から12月上旬にかけて，園を通じて調査用紙

を配布し，数日後，記入された用紙を園で回収

した。その結果，保育所児159名，幼稚園児307

名，計466名（回収率81．9％）の回答を得，欠

損値を除いた459名を分析対象とした。対象児

の内訳については，性別は男児226名（49．2％），

女児233名（50．8％）となり，年齢別の人数は，

3歳児65名（14．2％），4歳児198名（43．1％），

5歳児196名（42．7％）であった。

　幼児の生活習慣についての調査項目は，中

川4＞の調査票を参考にし，これにテレビ視聴時

間に関する項目を加えるとともに，生活リズム

の状況を詳細に把握するために，起床時刻の規

則性についての質問項目を付け加えた（表1）。

　分析については，1日のテレビ視聴時間別に，

「1時間未満」（以下「A群」），「1時間以上2

時間未満」（以下「B群」），「2時間以上3時間

未満」（以下「C群」），「3時間以上」（以下「D

群」）の4群に分類し，これら4つのカテゴリー’

と幼児の生活習慣調査の各質問項目，および新

しく追加した就寝時刻，起床時刻，睡眠時間に

関する数値データについて比較・検討した。

　データの集計・分析にはExcel統計および

SPSS（version　10）を使用した。統計処理につ

いては，x2検定，一元配置の分散分析並びに

多重比較（LSD法）を用いた。なお，テレビ

視聴時間には，男女差，年齢差，幼稚園・保育

所別による差が認められなかったため，全対象

児459名を一括して統計処理を行った。

皿．結 果

1，幼児の就寝時刻，起床時刻，睡眠時間

　調査対象となった幼児の平均就寝時刻は午後

表1　幼児の生活習慣についての調査内容

1）朝起きたとき「おはよう」を言いますか ①いつも言う ②時々言う ③ほとんど言わない

2）朝，洗顔・歯みがきをしますか ①いつもする ②時々する ③ほとんどしない

3）排便について ①旧いつも排便する ②1日1回排便する ③便秘または下痢になり

がち

4）大便後手洗いはしますか ①いつも洗う ②時々洗う ③ほとんど洗わない

5）夜寝る時刻は決まっていますか ①決まっている ②大体決まっている ③不規則になりがち

摩6）朝起きる時刻は決まっていますか ①決まっている ②大体決まっている ③不規則になりがち

7）朝食について ①主食と副食をきちんと ②パンと牛乳または紅茶 ③時々食べない

食べる など簡単な朝食が多い

8）嫌いな食品について ①ほとんどない ②ふつう ③嫌いな食品が多い

9）お茶・牛乳以外の飲み物（ジュース・乳酸 ①ほとんど飲まない ②時々飲む ③いつも飲む

菌飲料など）をいつも飲みますか

10）間食の時刻について ①決まっている ②大体決まっている ③不規則になりがち

ll）衣服は自分で着ますか ①いつも自分で着る ②時々自分で着る（大体自 ③ほとんど手伝ってもら

分で着る） う

12）幼稚園や保育園へ行く時の用意は自分で ①いつも自分でする ②時々自分でする（大体自 ③いつも手伝ってもらう

しますか 分でする）

13）食事前の配膳や後片付けなどの手伝いに ①いつも手伝う ②時々手伝う ③ほとんど手伝わない

ついて

14）戸外で積極的に遊びますか ①戸外で遊ぶことが多い ②戸外・室内両方で遊ぶ ③室内で遊ぶことが多い

15）テレビを見ることについて，見る番組を ①決めている ②大体決めている ③決めていない

決めていますか

16）食事中（夕食時）テレビを見ますか ①テレビは見ない ②時々見る ③いつもテレビを見る

＊17）1日のテレビ視聴時間について ①1時間未満 ②1時間以上2時間未満 ③2時間以上3時間未満

④3時間以上

＊中川（1989）の調査票に追加した質問項目
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表2　幼児の就寝時刻・起床時刻・睡眠時間

項 目 全体（N＝459） 男　児（N＝226） 女児（N＝223）

就　寝 時刻 午後9時17分±38分 午後9時16分±37分 午後9時19分一39分

起　床 時刻 午前7時7分±25分 午前7時7分±25分 午前7時7分±25分

睡　眠 時間 9時間47分±45分 9時間49分±35分 9時間49分±38分

9時17分±38分，平均起床時刻は午前7時7分

±25分，平均睡眠時間は9時間47分±45分（表

2），午後10時以降に就寝している幼児の割合

は，22．8％（表3）となり，1986年の先行調査10）

の2．8％を大きく上回っていた。なお，就寝時刻，

起床時刻，睡眠時間には，性差は認められなかっ

た。

2．幼児の生活習慣について

　幼児の生活習慣に関する全体集計および男女

別の集計結果を，表3に示した。「1日のテレ

ビ視聴時間」に関しては，「1時間未満」の幼

児は，12．4％，「1時間以上2時間未満」43．8％，

「2時間以上3時間未満」35．3％，「3時間以上」

8．5％という結果であった。

3．テレビ視聴時間と幼児の生活習慣について

（1）清潔・排泄

　1日のテレビ視聴時間別に，幼児の生活習慣

との関連について分析した結果，「排便」は，「憂

いつも排便する」幼児が，「A群」が29．8％と

最も高く，「D群」18．4％，「B群」13．1％，「C

群」11．1％という順であった（p＜0．05，表4）。

また，「大便後の手洗い」は，「いつも洗う」が，

「A群」79．0％，「B群」77．1％，「C群」74．7％

に対し，「D群」では，51．3％とやや低い割合

となった（p＜0．05）。さらに，「洗顔・歯みが

き」では，「ほとんどしない」幼児が，「A群」

6．9％であるのに対し，「C群」10．5％，「D群」

18．0％と比較的高い割合となった。

（2）睡　眠

　「就寝時刻の規則性」について，「決まってい

る」幼児は，「A群」47．4％，「B群」31．3％，「C

群」21．0％，「D群」12．8％と，テレビ視聴時

間が長くなるほど，その割合が低くなった（p

＜0．001）。特に「D」群では，「不規則になり

がち」と答えた幼児が，20．5％と比較的高い割

合を示していた。

　「就寝時刻」について，「午後9時まで」の幼

児は，「A群」では26．8％，「B群」16．9％，「C

群」9．3％，「D群」5．9％という順であった（p

〈0．Ol）。「D」群では，「午後10時以降」に寝

る幼児は，38．2％と高い割合となった。また，「起

床時刻の規則性」では，「決まっている」幼児は，

「A群」が50．9％と最も高く，「B群」43．3％，「D

群」38．5％，「C群」27．8回目いう順であった（p

〈o．os）．

（3）食事と間食のとり方

　「朝食」について，「主食と副食をきちんと食

べる」幼児は，「A群」42．1％，「B群」41．0％，

「C群」23．3％，「D群」12．8％となり，テレビ

視聴時間が長くなるほど，その割合が低くなっ

た（p〈0．001）。また，「嫌いな食品」につい

ては，「ほとんどない」幼児の割合が，「A群」

が50．9％と最も高くなり，「多い」と答えた幼

児は，「C群」26．5％，「D群」28．2％と比較的

高くなっていた（p〈0．05）。さらに1「ジュー

スなどの飲み物」について，「いつも飲む」幼

児は，「A群」5．3％，「B群」12．4％，「C群」

24．8％，「D群」51．3％となり，テレビ視聴時

間が長くなるほど，「いつも飲む」割合が高く

なっていた（p＜0．001）。

　「間食摂取の規則性」に関しては，「決まって

いる」幼児は，「A群」27．8％，「B群」17．9％，

「C群」14．4％，「D群」2．6％となり，テレビ

視聴時間が長くなるほど，その割合が低くなっ

た（p〈0．Ol）。特に，「不規則になりがち」と

答えた幼児が，「D群」で51．3％と高い割合と

なった。

（4）あいさつ・着脱衣・手伝い

　朝のあいさつについて，「いつも言う」幼児は，

「A群」76．8％，「B群」69．2％，「C群」65．6％，

「D群」59．0％と，テレビ視聴時間が短いほど，

あいさつをする割合が高くなる傾向にあった。
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表3　幼児の生活習慣

性　別 全　体 男　児 女　児

項 目
N＝459 N＝226 N＝233

いつもする 66．5 63．3 69．5

清 洗顔・歯みがき 時々する 24．1 26．1 22．3

ほとんどしない 9．3 10．6 8．2

潔
謡いつも排便 14．9 17．8 12．1

● 排便 1日1回排便 71．1 70．7 71．4

排
便秘または下痢になりがち 14．0 1L6 16．5

いつも洗う 74．3 72．1 76．4

泄 大便後の手洗い 時々洗う 22．0 24．3 19．7

ほとんど洗わない 3．7 3．5 3．9

決まっている 28．1 25．7 30．5

就寝時刻の規則性 大体決まっている 64．7 67．7 61．8

不規則になりがち 7．2 6．6 7．7

睡 午後9時まで 14．7 14．9 14．5

就寝時刻 午後9時から午後10時まで 62．5 62．8 62．3

眠 午後10時以降 22．8 22．3 23．2

決まっている 38．3 35．8 40．8

起床時刻の規則性 大体決まっている 60．3 64．2 56．7

不規則になりがち 1．3 0．0 2．6

主食と副食をきちんと食べる 32．5 36．3 28．9

朝食 簡単な朝食 61．8 59．3 63．8

時々欠食 5．9 4．4 7．3

食
事 ほとんどない 37．O 36．3 37．8

と嫌いな食品 　　、ﾓつつ 43．1 42．5 43．8

間 多い 19．8 21．2 18．5
食
の ほとんど飲まない 20．7 15．6 25．8

とジュースなどの飲みもの 時々飲む 60．0 65．3 54．9
り
方

いつも飲む 19．2 19．1 19．3

決まっている 16．5 15．8 17．2

間食摂取時刻の規則性 大体決まっている 53．0 55．4 50．7

不規則になりがち 30．5 28．8 32．2

いつも言う 68．0 67．3 68．7

あいさつ「おはよう」を言う 時々言う 27．6 28．3 27．0
あ
い ほとんど言わない 4．4 4．5 4．3

さ いつも自分で着る 70．2 67．3 73．0

つ 衣服 時々（または大体）自分で着る 27．9 30．1 25．8
●

着 ほとんど手伝ってもらう 2．0 2．7 1．3

脱 いつも自分でする 35．7 31．0 40．3

李園へ行く用意 時々（または大体）自分でする 46．0 47．8 44．2

手 いつも手伝ってもらう 18．3 21．2 15．5

倭 いつも手伝う 20．5 16．4 24．6

手伝い 時々手伝う 60．5 58．0 62．9

ほとんど手伝わない 19．0 25．7 12．5

遊 戸外が多い 21．4 23．9 18．9

遊び場所 戸外・室内両方 67．1 63．3 70．8

び 室内が多い 11．5 12．8 10．3

1時間未満 12．4 11．9 12．9

テ 1日のテレビ視聴時間
1時間以上2時間未満
Q時間以上3時間未満

43．8

R5．3

42．0

R7．2

45．5

R3．5

レ 3時間以上 8．5 8．8 8．2

ビ
決めて見る 11．5 12．8 10．3

テレビ番組 大体決めて見る 56．6 58．4 54．9

視 決めていない 31．8 28．8 34．8

聴 テレビは見ない 24．1 23．0 25．1

食事中のテレビ視聴 時々見る 33．3 34．5 32．0

いつもテレビを見る 42．7 42．5 42．9

注）表内の数値は％を示す。
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表4　テレビ視聴時間と幼児の生活習慣

分　　類 A群 B群 C群 D群
項 目 N＝57 N＝201 N＝162 N＝39

z2検定

いつもする 70．7 67．7 64．8 61．5

清 洗顔・歯みがき 時々する 22．4 24．9 24．7 20．5

ほとんどしない 6．9 7．5 10．5 18．0
潔

拐いつも排便 29．8 13．1 11．1 18．4

● 排　　　便 1日1回排便 61．4 72．4 72．2 73．7 p＜0．05

排
便秘または下痢になりがち 8．8 14．6 16．7 7．9

いつも洗う 79．0 77．1 74．7 51．3

泄 大便後の手洗い 時々洗う 14．0 20．9 21．6 41．0 p＜0．05

ほとんど洗わない 7．0 2．0 3．7 7．7

就寝時刻の規則

ｫ
決まっている

蜻ﾌ決まっている

47．4

T0．9

31．3

U4．2

21．0

U9．8

12．8

U6．7 p＜0．001

不規則になりがち 1．8 4．5 9．3 20．5

睡 午後9時まで 26．8 16．9 9．3 5．9

就寝時刻 午後9時から午後10時まで 60．7 65．1 61．3 55．9 p＜0。01
眠 午後10時以降 12．5 18．0 29．3 38．2

起床時刻の規則

ｫ
決まっている

蜻ﾌ決まっている

50．9

S7．4

43．3

T5．2

27．8

V1．6

38．5

T9．0 p〈0．05

不規則になりがち 1．8 L5 0．6 2．6

主食と副食をきちんと食べる 42．1 4LO 23．3 12．8

朝　　　食 簡単な朝食 56．1 54．5 69．1 74．4 p＜0．001

時々欠食 1．8 4．5 7．4 12．8
食
事 ほとんどない 50．9 39．3 30．9 30．8

と嫌いな食品 ふつう 40．4 44．8 42．6 41．0 p＜0．05
間 多い 8．8 15．9 26．5 28．2
食
の
と
り
方

ジュースなどの

ﾝもの

ほとんど飲まない

栫X飲む
｢つも飲む

33．3

U1．4

T．3

25．9

U1．7

P2．4

12．4

U2．7

Q4．8

10．3

R8．5

T1．3

p〈0．001

間食摂取時刻の

K則性

決まっている

蜻ﾌ決まっている
s規則になりがち

27．8

T0．0

Q2．2

17．9

T7．7

Q4．5

14．4

T0．0

R5．6

2．6

S6．2

T1．3

p〈0．01

表
あいさつ「おは

謔､」を言う

いつも言う

栫X言う
ﾙとんど言わない

76．8

P6．1

V．1

69．2

Q7．8

R．5

65．6

R0．0

S．4

59．0

R5．9

T．1

さ いつも自分で着る 66．7 73．1 70．4 59．0

つ 衣　　　服 時々（または大体）自分で着る 33．3 25．9 25．9 38．5
，

着 ほとんど手伝ってもらう 0．0 1．0 3．7 2．6

脱 いつも自分でする 47．4 42．3 27．8 18．0

李園へ行く用意 時々（または大体）自分でする 36．8 44．3 50．0 51．3 P＜0．Ol

手 いつも手伝ってもらう 15．8 13．4 22．2 30．8

倭 いつも手伝う 19．3 22．4 17．4 25．6

手伝い 時々手伝う 70．2 58．7 60．9 53．9

ほとんど手伝わない 10．5 18．9 21．7 20．5

遊 戸外が多い 28．1 24．4 18．5 7．7

遊び場所 戸外・室内両方 64．9 62．7 70．4 79．5

び 室内が多い 7．0 12．9 11．1 12．8

テ 決めて見る 28．1 12．9 5．6 5．1

レ
テレビ番組 大体決めて見る 38．6 66．2 55．6 38．5 p＜0．001

決めていない 33．3 20．9 38．9 56．4

ビ
視
聴

食事中のテレビ

拠ｮ

テレビは見ない

栫X見る
｢つもテレビを見る

42．1

S9．1

W．8

30．7

R6．7

R2．7

14．8

Q7．8

T7．4

2．6

P5．4

W2．1

p〈0．001

注1）表内の数値は％を示す。

注2）分類：A群「1時間未満」，B群「1時間以上2時間未満」，　C群「2時間以上3時間未満」，　D群「3時間以上」
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　また，「衣服」については，「いつも自分で着

る」幼児は，「A群」66．7％に対し，「D群」は

59．0％とやや低い結果となった。「園へ行く用

意」では，「いつも自分でする」幼児は，「A群」

47．4％，「B群」42．3％，「C群」27．8％，「D群」

18．0％と，テレビ視聴時間が長いほど，「自分

でする」割合が低くなった（p＜0．01）。さらに，

「手伝い」に関しては，「ほとんど手伝わない」

幼児が，「A群」10．5％に対し，「C群」21．7％，

「D群」は20．5％とやや高くなる傾向にあった。

（5）遊び

　「遊び場所」について，「戸外が多い」幼児は，

「A群」28．1％，「B群」24．4％，「C群」18．5％，

「D群」7．7％と，テレビ視聴時間が短いほど，

戸外遊びをする割合が高くなる傾向にあった。

（6）テレビ視聴

　「テレビ番組」について，「決めて見る」幼児

は，「A群」28．1％，「B群」12．9％，「C群」5．6％，

「D群」5．1％という結果であった（p＜0．001）。

また，「食事中のテレビ視聴」に関しては，「い

つもテレビを見る」幼児が，「A群」8．8％，「B

群」32．7％，「C群」57．4％，「D群」82，1％と

いう結果を示した（p〈0．001）。すなわち，1

日のテレビ視聴時間が長い幼児ほど，テレビ番

組を決めて見ておらず，食事中にテレビを見な

がら食べる習慣があることが明らかとなった。

4．テレビ視聴時間と就寝時刻・起床時刻・睡眠時間

　について

　次に，1日のテレビ視聴時間別に，群問の就

寝時刻・起床時刻・睡眠時間の比較を行ったと

ころ，「就寝時刻」（Fニ10．25，p〈0．001，　A

〈C・D，B＜C・D），「起床時刻」（F＝2．72，

p〈0．05，B＜C），「睡眠時間」（F＝8．74，　p

〈0．OOI，　A＞B・C・D，　B・C＞D）とも

有意差が認められた（表5）。すなわち，1日

のテレビ視聴時間が長い幼児ほど，就寝時刻が

遅くなり，短時間睡眠となっていることを認め

た。

N．考 察

　神山11）は，夜更かしの問題点として，①睡眠

時間が減り，②メラトニン分泌が低下し，③コ

ルチコステロイド分泌パターンが変わり，④脱

同調に陥り，⑤生活習慣病の危険が高まると指

摘し，特に，コルチコステロイド分泌パターン

の変化は，朝の体調不良をもたらすと述べてい

る。また，1日約25時間周期の生体時計を1日

24時間周期の地球時間に合わせることができな

い脱同調2）では，睡眠覚醒リズム，体温リズム，

ホルモン分泌リズムに狂いが生じ，日中の活動

量低下を介して，学習力低下・認知力低下や攻

撃性・イライラ感の増強につながることを危惧

している。

　これまでに，子どもの心身不調の原因が，睡

眠不足に起因することは，多くの研究13＞一’5〕に

よって明らかにされており，その遅寝となる原

因の1つが，夜遅い時間帯でのテレビ視聴であ

ると考えられる。近年の幼児の生活習慣に関す

る調査研究6）8）において，午後10時以降に就寝

する幼児の行動内容に関して，「テレビ・ビデ

オを見ていた」と答えた者が全体の40．6％，「お

もちゃで遊んでいた」が25．7％，「父親（母親）

と遊んでいた」が18．8％という結果が示されて

表5　テレビ視聴時間と就寝時刻・起床時刻・睡眠時間

A群 B群 C群 D群　　分類

ﾚ N＝57 N＝201 Nニ162 N＝39
F値 多重比較

就寝時刻 午後9時2分±40分 午後9時12分±37分 午後9時25分±35分 午後9時36分±36分 10．25零寧＊
A＜C・D，

a＜C・D

起床時刻 午前7時5分±25分 午前7時4分野26分 午前7時11分土20分 午前7時2分±29分 2．72寧 B＜C

睡眠時間 10時間4分±33分 9時間52分±34分 9時間45分±37分 9時間25分±46分 8．74騨ホ
A＞B・C・D，

a・C＞D

注1）有意差：’p〈0．05，＊＊＊p〈0．001

注2）分類：A群「1時間未満」，B群「1時間以上2時間未満」，　C群「2時間以上3時間未満」，　D群「3時間以上」
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おり，幼児が夜遅い時間帯に起きている場合に，

テレビ視聴をする割合が高くなることが明らか

となっている。

　本調査の結果において，テレビ視聴時間が長

い幼児ほど，就寝時刻が遅く，短時間睡眠で，

かつ就寝・起床のリズムが不規則となってお

り，生活リズムの安定していない様子が推察さ

れた。また，テレビ視聴時間が長い幼児ほど，

朝食摂取が十分でなく，偏食傾向となり，間食

摂取の時刻が不規則になるとともに，食事中に

テレビを見る割合が高くなっていた。食事中の

テレビ視聴は，食事に集中できない習慣を招く

ことから，子どもの食欲不振16）や健康状況3）と

も関連することが指摘されており，食事中の態

度については細かい配慮が払われねばならな

い。

　排便習慣をみると，テレビ視聴時間が1時間

未満の幼児は，遅いつも排便する割合が29．2％

であり，1時間以上の群（ll．1％～18．4％）と

比較して高くなっていた。朝に排便するために

は，身体が十分に覚醒し，食事をしっかりと摂

取することが必要である17）と考えられるが，テ

レビ視聴時間の短い幼児ほど睡眠時間が長く，

朝食をきちんと食べる傾向にあった。また，テ

レビ視聴時間が短い幼児は，就寝時刻も早く

なっており，十以上睡眠をとって起床している

ため，比較的身体の覚醒状況が良く，食欲も旺

盛であると考えられる。その結果として，朝の

排便習慣が形成された幼児の割合が高くなって

いるものと推察される。さらに，偏食のある幼

児が少なく，バランスのとれた食事をしている

ことも排便習慣を形成している原因となってい

るのであろう。このように，テレビ視聴時間の

短い幼児は，朝型の生活リズムを持っており，

朝食の摂取や偏食に関してもテレビ視聴時間が

長い幼児と比較して，望ましい食習慣を形成し

ている割合が高いと言える。

　本研究において，テレビ視聴時間が3時間以

上の幼児は，他の群の幼児と比べ，「園に行く

用意」を自分ですると答えた者の割合が18．0％

と低く，「衣服」の項目においても，ほぼ同様

の傾向が認められた。「着脱衣」の習慣に関し

ては，「衣服を自分で着る」は3歳で73．3％，

4歳で91．8％，5歳で98．4％の通過率を示すご

小児保健研究

とが報告i8）されており，テレビ視聴時間の長さ

は，「着脱衣」の習慣形成とも関連することを

示唆する結果となった。また，「大便後の手洗い」

についても，ユ時間未満の幼児は，「いつも洗う」

者の割合が79．0％となり，3時間以上テレビ視

聴している幼児の51．3％に比して，衛生面に関

する習慣も良好であった。

　テレビの視聴時間をコントロールするために

は，親が子どもの生活リズムや生活習慣づくり

への意識を高め，その意識を持続させる必要が

ある。一方で，節度のない長時間のテレビ視聴

は，子どもの興味優先の生活スタイルに陥りや

すく，親のしつけが細かいところまで行き届か

なくなる可能性があると推察される。

　谷村19）らは，テレビの子どもへの影響につい

て，親の配慮次第で散歩中に出会う動植物を

じっくりと観察したり，親子で夜星空を見て楽

しむなどといった，能動的生活・直接体験への

契機となる反面，テレビ視聴を放置した場合は，

長時間視聴・受動的な生活姿勢・間接体験の増

加などの悪影響が生じると指摘している。すな

わち，子どものテレビ視聴への関与は，親の育

児姿勢を反映するものであり，子どものしつけ

や家庭教育に対する認識の程度と関連するもの

と考えられる。本研究において，テレビ視聴時

間が短い幼児は，就寝時刻が早く，就寝・起床

のリズムが規則正しくなり，食習慣や排便習慣

も良好であるという結果が示すように，親が子

どものテレビ視聴時間に対する意識を高めるこ

とによって，子どもの生活習慣全体が改善され

る可能性が示唆されたと言えよう。

　2002年4月より始まった「ノーテレビデー」20）

の実践が示すように，テレビ視聴時間をコント

ロールすることによって，親が子どもと向き合

う時間や関わり合う時間が増え，子どもを中心

とした家庭生活について考える傾向が高まるこ

とが報告されている。テレビは，その活用の仕

方次第で，教養や知識，情操や娯楽の提供をも

たらし，種々の事象への関心を高め，友人・家

族とのコミュニケーションを豊かにする可能性

を有している。しかし，その一方で，長時間の

テレビ視聴が，子どもの健康や生活習慣の形成

にもたらす影響を考慮した対応が望まれる。

　土谷21｝は，乳幼児期における長時間のメディ
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ア接触の背景には，現代の育児環境の困難さが

あると指摘し，現代の育児は，乳幼児への接触・

養育体験の乏しい母親一人に過重な負担が集中

している傾向が強く，簡便に子守りをしてくれ

るテレビ視聴やビデオの使用が習慣化せざるを

得ない実態があると述べている。本研究におい

ては，長時間テレビ視聴する幼児の背景要因に

ついては分析できなかった。今後，両親の養育

態度と子どものテレビ視聴行動との関連を分析

するとともに，長時間のテレビ・ビデオ視聴を

させざるを得ない母親の社会的・心理的状況や

育児環境との関連についても併せて検討する予

定である。
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